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あ さ ひ 議 会 だ よ り ３月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

ぎ か い T I M E S
令和３年６月１日発行 No.61

C ON T E N T S

新
た
な
歴
史
の
幕
開
け

特
集 

新
議
場



新
議
場
は
、
内
部
壁
面
に
木
の
格
子
を
つ
け
、

ド
ア
と
床
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
落
ち
着
い
た
色
に
す
る
こ
と
で
、

木
材
の
ぬ
く
も
り
と
格
式
に
満
ち
た
議
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
席
上
の
天
井
に
は
太
陽
光
追
尾
採
光
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

太
陽
の
光
を
導
い
て
明
る
い
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
、
こ
こ
か
ら
旭
市
議
会
の
新
た
な
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。

議場には２台のモニ
ターが付いています。
出席議員数や一般質
問の発言残時間など
が表示されます。

新たに質問席が設置
されました。質問す
る議員はここに移動
して、質問すること
になります。

新たに採決ボタンが
設置されました。採
決の結果はモニター
に映し出されるので、
賛否が一目でわかる
ようになります。

旭
市
議
会 

新
た
な
歴
史
の
幕
開
け

特
集 

新
議
場
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議会事務局

議場

教育委員会

傍聴席

会議室１

会議室２
❶

❷❼

❾

❹

❺

❻❽
議長室 議員控室 休養室

親子
傍聴席

議会
図書室

倉庫等

委員会室

会議室

傍聴ロビー議会ロビー

❸

①少人数での会議や打ち合わせに使用します。
②傍聴に来ていただいた方が待機する場所です。
③�これまでの会議録や市政概要など、議会関係の書籍を
収蔵している、議員専用の図書室です。
④�傍聴席は35席あります。議席との高低差が少なくなっ
たので、議場全体を見渡せるようになりました。車い
すをご使用の方でも傍聴できるようスロープを設置し
ています。
⑤�小さなお子様連れの方でも気兼ねなく傍聴していただ
けるよう、親子傍聴席を設置しました。声が漏れない
よう、個室になっています。
⑥議員の控室です。
⑦傍聴券の発行は議会事務局で行います。
⑧議長及び副議長が執務を行う部屋です。
⑨常任委員会や全員協議会が行われる部屋です。

①④�⑦

②⑤⑧

③⑥⑨

新しくなった議会施設（４階）を紹介します
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一
般
会
計
予
算

２
９
８
億
９
０
０
０
万
円

令
和
３
年
度
予
算

前
年
度
比 

21
・
２
％
減

一般
会計

福祉や教育、道路整備など、市の基本的
な事業を行うための会計

令和３年度予算 前年度予算
298億9,000万円 379億4,000万円

特別
会計

国民健康保険のように、保険料を徴収し
て特定の事業に充てている場合など、一
般会計と区別する必要がある事業の会計

令和3年度予算 前年度予算

174億1,500万円 186億2,300万円

内
　
訳

病院事業債管理 27億9,400万円 40億1,600万円

国民健康保険事業 （事業勘定） 84億8,000万円 85億7,800万円
（施設勘定） 8,400万円 8,300万円

後期高齢者医療 7億4,800万円 7億 100万円
介護保険事業 53億 900万円 52億4,500万円

企業
会計

民間企業のように、利用料金などの収益
で運営している事業の会計

令和3年度予算 前年度予算
25億5,198万円 26億3,761万8千円

内
訳

水道事業 16億3,935万円 17億1,451万9千円
公共下水道事業 8億2,589万2千円 8億3,218万3千円
農業集落排水事業 8,673万8千円 9,091万6千円

各会計別の予算

　歳入面においては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による市税の減少が見込まれ、
また、普通交付税は合併算定替による特例的な財政措置が終了するなど、歳入を取り巻く
環境は一段と厳しくなることが見込まれる。

　歳出面においては、「新しい生活様式」への対応などの新たな行政需要の増や、生涯活躍
のまち形成事業など、市政発展のために必要不可欠な事業の進捗により、財政需要の増大
が見込まれる。

諸収入…3.3%
9億9147万円
諸収入…3.3%
9億9147万円

繰入金…3.8%
11億2439万円
繰入金…3.8%
11億2439万円

地方交付税
28.2%
84億2000万円

市税…24.0%
71億6577万円

地方消費税交付金…4.9%
14億8000万円
地方消費税交付金…4.9%
14億8000万円

県支出金…6.1%
18億3714万円
県支出金…6.1%
18億3714万円

市債…11.7%
35億210万円
市債…11.7%
35億210万円

国庫支出金…10.9%
32億4846万円
国庫支出金…10.9%
32億4846万円

そのほか…7.1%
21億2064万円
そのほか…7.1%
21億2064万円

歳入

農林水産業費…3.0%
9億138万円
農林水産業費…3.0%
9億138万円
消防費…3.9%
11億6703万円
消防費…3.9%
11億6703万円

民生費
31.5%
94億2380万円

総務費…13.5%
40億3118万円

教育費…9.9%
29億5136万円
教育費…9.9%
29億5136万円

公債費…10.9%
32億5036万円
公債費…10.9%
32億5036万円

衛生費…13.4%
40億643万円
衛生費…13.4%
40億643万円

土木費…11.3%
33億7689万円
土木費…11.3%
33億7689万円

そのほか…2.6%
7億8154万円
そのほか…2.6%
7億8154万円

歳出

子育て支援や福祉
に使うお金です。

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金です。

借金の返済に
使うお金です。

世代間の負担公平
性のため、市が借
りるお金です。
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令和３年度予算　注目事業

　親元で就農した後継者に対して、
年間20万円、最大５年間の支援金
を交付。

460万円
親元就農チャレンジ支援

　旭第二市民会館の大規模改修工事
を実施し、「市民会館」と「青年の家」
の機能を集約する。

２億3486万円
第二市民会館改修

　新たに本市に転入し、新築住宅の
建設・購入または中古住宅を購入し
た人に、最大150万円を交付。

3260万円
定住促進奨励金交付

　第２子に10万円、第３子以降に
20万円の祝い金を支給。

3120万円
出産祝金支給

　元気な高齢者を中心とする都市住
民の誘致と、雇用の創出による若者
世代の流出抑制・流入促進を実現
し、市全体の活性化を図る。

５億7126万円
生涯活躍のまち形成

　市民が市内施工業者を利用して
行ったリフォーム費用の一部を最大
20万円助成。

2000万円
住宅リフォーム補助

　ＩＣＴを活用して、児童生徒の学
力向上を図るため、教職員への各種
研修や環境整備、学校事務効率化の
システム運用と活用支援を行う。

8281万円
教育の情報化推進

　旧飯岡中学校跡地にサッカー場を
建設。
※フットサルコートとしても利用可

４億895万円
サッカー場建設

　事前予約により、自宅などから目
的地まで運行する乗り合い型の交通
サービス「きらりんタクシー」を運
行。

1889万円
デマンド交通運行

pick up
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旧
本
庁
舎
・
第
二
庁
舎
を
解
体

新
庁
舎
の
建
設
に
伴
い
、
旧
本
庁
舎
及
び
第
二

庁
舎
を
解
体
。　

問
建
物
の
解
体
時
期
は
。

答
旧
本
庁
舎
を
９
月
頃
、
第
二
庁
舎
を
６
月

頃
に
予
定
。

問
建
物
の
築
年
数
と
解
体
後
の
跡
地
の
活
用

計
画
を
伺
う
。

答
本
庁
舎
は
昭
和
39
年
に
建
築
、
経
過
年
数

は
56
年
た
っ
て
お
り
、
跡
地
は
公
園
と
し

て
利
用
す
る
予
定
。
第
二
庁
舎
は
昭
和
44
年
に

建
築
、
経
過
年
数
は
51
年
た
っ
て
お
り
、
跡
地

は
公
用
車
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ

問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
の
基
金
を
取
り
崩
し

て
財
政
運
営
を
行
う
自
治
体
が
多
い
よ
う

だ
が
、
約
３
億
５
千
万
円
の
繰
り
入
れ
は
妥
当

な
の
か
。

答
近
隣
と
比
較
し
て
も
決
し
て
大
き
い
数
字

で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
基
金

の
活
用
は
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
で
あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

市
の
窓
口
で
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付

問
具
体
的
な
内
容
は
。

答
５
月
10
日
か
ら
県
よ
り
権
限
移
譲
を
受
け

て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
券
事
務
を
市
役
所

市
民
生
活
課
の
窓
口
で
行
う
。

き
れ
い
な
旭
を
つ
く
る
会
に
補
助

市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
球
環
境
の
保

全
及
び
美
化
を
推
進
す
る
運
動
を
行
う
た
め
、

「
き
れ
い
な
旭
を
つ
く
る
会
」
に
対
し
補
助
金

を
交
付
。

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
。

答
主
な
事
業
と
し
て
、
春
・
秋
の
年
２
回
の

ご
み
ゼ
ロ
運
動
や
、
地
区
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
花
の
苗
を
配
布
す
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
な
ど
。

ご
み
の
収
集
頻
度
の
変
更

東
総
広
域
の
ご
み
処
理
場
完
成
に
伴
い
、
令
和

3
年
4
月
よ
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の

ご
み
の
収
集
頻
度
な
ど
が
変
更
さ
れ
る
。

問
収
集
運
搬
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

答
現
在
、
市
内
全
体
で
１
３
１
１
か
所
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
市
内
を
３

コ
ー
ス
に
分
け
て
回
収
す
る
。
普
通
ご
み
は
週

２
回
の
回
収
。
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
類
・

布
類
は
月
に
２
回
の
回
収
。
ビ
ン
・
金
属
は
月

に
１
回
の
回
収
に
な
る
。

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助

問
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答
市
内
中
学
校
に
進
学
す
る
生
徒
の
進
学
時

に
要
す
る
費
用
軽
減
を
図
る
た
め
、
通
学

時
に
着
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の
２
分

の
１
を
補
助
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
１
個
あ
た
り
２
６

０
０
円
、
中
学
校
の
新
１
年
生
を
５
５
５
名
見

込
ん
だ
。

市民生活課８番窓口でパスポート発券

３月
定例会 議 案 審 議

会期　２月26日〜３月18日（21日間）

市長提出議案
●予算案件������������������13件
●条例案件������������������12件
●その他案件���������������５件
●人事案件�������������������１件

　この定例会には、 令和３年度各会計予算、 令和２年度各補正予算、 条例の制定・一部改正、 人事案件
など31議案が市長より提出され、 いずれも原案のとおり可決・同意されました。 また最終日には、 議会
運営委員会から発議案が２件提出され、 原案のとおり可決されました。

議案
第１号

令
和
３
年
度

旭
市
一
般
会
計
予
算
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民
と
の
交
流
、
旭
市
の
知
名
度
が
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
の

日
常
生
活
に
お
け
る
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
。

問
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
人

数
は
。

答
令
和
３
年
１
月
末
時
点
の
設
置
台
数
は
、

旭
地
域
が
１
５
３
台
、
海
上
地
域
が
３
５

台
、
飯
岡
地
域
が
４
９
台
、
干
潟
地
域
が
２
１

台
、
計
２
５
８
台
。

30
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に
よ

る
経
済
へ
の
影
響
に
鑑
み
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を

30
％（
１
万
３
千
円
分
の
商
品
券
を
１
万
円
で

購
入
可
能
）と
し
、
２
万
セ
ッ
ト
発
行
予
定
。

問
発
行
時
期
と
使
用
期
限
は
。

答
令
和
３
年
７
月
に
発
行
、
使
用
期
限
は
令

和
３
年
12
月
末
ま
で
の
半
年
間
を
予
定
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
こ
れ
ま
で
何
度

も
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
購
入
し
た
人
は

す
べ
て
使
っ
て
い
る
の
か
。

答
99
％
を
超
え
る
使
用
率
で
は
あ
る
が
、
１

０
０
％
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
１
０
０
％

す
べ
て
使
い
切
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
関
係
団

体
と
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
招
致
・
開
催
補
助

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
選
手
権
大
会
日
本
代
表
選

手
選
考
会
ほ
か
、
千
葉
県
卓
球
連
盟
が
主
催
の

２
大
会
を
招
致
。

問
こ
れ
ら
の
大
会
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答
市
内
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
が
同
年
代
の

ト
ッ
プ
選
手
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
選
考
会
な
ど
で
は
、
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
監
督
、
コ
ー
チ
に
よ

る
実
技
指
導
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
卓
球
競
技
の

普
及
や
技
術
力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、

市
外
か
ら
観
客
を
呼
び
込
め
る
の
で
、
都
市
住

市
内
の
観
光
施
設
宿
泊
に
助
成

問
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答
旭
市
に
観
光
目
的
で
来
訪
し
、
市
内
宿
泊

施
設
に
宿
泊
さ
れ
る
方
に
対
し
、
一
人
一

泊
２
千
円
の
宿
泊
料
を
補
助
す
る
。

電
気
柵
の
設
置
に
補
助
金

イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
有
害
獣
に
よ

る
被
害
防
止
の
た
め
、
農
地
に
電
気
柵
を
設
置

す
る
事
業
者
に
対
し
、
資
材
費
の
２
分
の
１
、

ま
た
は
10
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
補
助
。

問
補
助
金
を
も
ら
う
ま
で
の
流
れ
は
。

答
申
請
書
に
設
置
箇
所
の
位
置
図
、
見
積
書

な
ど
の
資
料
を
添
え
て
、
農
水
産
課
に
提

出
。
設
置
後
は
領
収
書
や
完
成
写
真
な
ど
を
添

え
て
実
績
報
告
を
し
、
審
査
を
経
て
補
助
金
の

交
付
と
な
る
。

以前行われた世界ジュニア卓球日本代表選手選考会の様子

反対　　髙木寛議員

　三川蛇園線、南堀之内バイパス整備事業
などは不要不急の事業。財政調整基金から、
市民の要望する国保税の軽減や学校給食費
の無料化、水道料金の引き下げ、加齢性難
聴者への補聴器助成制度の創設などをする
べき。

賛成　　米本弥一郎議員

　新型コロナウイルス感染症対策を引き続
き行いながら、旭市総合戦略などの各種計
画に掲げる諸施策を着実に推進していく、
バランスの取れた予算編成となっており、
その成果が十分期待できる。

討 論 議案第１号
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た
ば
こ
税
増
税

令
和
３
年
10
月
よ
り
た
ば
こ
税
の
増
税
を
予
定
。

１
箱
あ
た
り
50
円
程
度
の
値
上
げ
。

問
近
年
、
電
子
た
ば
こ
の
利
用
者
が
増
え
て

い
る
が
、
電
子
た
ば
こ
に
も
税
金
は
か
か

る
の
か
。

答
税
制
上
は
電
子
た
ば
こ
と
い
う
定
義
が
な

く
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
に
は
一
部
課
税
さ
れ
る
が
、
水
蒸
気
を
吸
う

も
の
に
は
課
税
さ
れ
な
い
。

お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
設
置

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
多
世
代
間
の
交
流
を
促

進
し
、
互
い
に
触
発
し
合
う
空
間
を
提
供
す
る

た
め
、
多
様
な
機
能
を
有
す
る
多
世
代
交
流
施

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
接
種
会
場
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
集
団
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
会
場
は
飯

岡
保
健
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
海
上

支
所
、
ひ
か
た
市
民
セ
ン
タ
ー
の
４
施
設
を
選

定
し
、
そ
の
中
で
、
で
き
る
限
り
１
日
３
会
場

で
接
種
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
住
所
は
旭
市
に
あ
る
が
、
市
外
に
居
住
し

て
い
る
人
は
ど
こ
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る

の
か
。

答
基
本
的
に
は
住
所
地
で
接
種
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
が
、
特
殊
な
事
情
が
あ
る
方
は
、

手
続
き
さ
え
踏
め
ば
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

接
種
す
る
こ
と
も
可
能
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

自
身
で
交
通
手
段
を
確
保
で
き
な
い
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に

そ
の
料
金
を
助
成
。
タ
ク
シ
ー
利
用
１
回
に
つ

き
上
限
１
千
円
、
１
世
帯
当
た
り
４
枚
の
助
成

券
を
配
付
。

問
旧
干
潟
の
萬
歳
地
域
な
ど
、
場
所
に
よ
っ

て
は
１
千
円
で
は
足
り
ず
、
大
き
く
個
人

負
担
が
発
生
す
る
人
も
あ
り
え
る
が
、
そ
の
辺

を
考
慮
し
た
の
か
。

答
タ
ク
シ
ー
１
５
０
０
円
の
料
金
で
約
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
乗
車
可
能
な
の
で
、
自
宅

か
ら
接
種
会
場
ま
で
の
距
離
を
考
え
る
と
、
１

千
円
の
助
成
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
た
。

設
「
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
」
を
設
置
す
る
。

問
多
様
な
機
能
を
有
す
る
大
規
模
施
設
で
あ

る
た
め
、
旧
３
町
の
過
疎
化
が
心
配
だ
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

答
こ
の
拠
点
が
で
き
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い

る
。問

既
存
の
施
設
と
利
用
内
容
が
同
じ
部
分
が

多
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
市
民
の
利
用
目
的
に

見
合
っ
た
も
の
と
し
て
、
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
施
設

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

市
立
図
書
館
を
移
転

旭
市
図
書
館
の
機
能
を
、
千
葉
県
立
東
部
図
書

館
内
に
移
転
す
る
。
７
月
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予

定
。問

県
立
図
書
館
の
中
で
市
の
図
書
館
は
ど
の

よ
う
な
配
置
に
な
る
の
か
。

答
１
階
の
既
存
の
書
棚
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
概

ね
半
分
借
り
る
予
定
。

問
施
設
を
借
り
る
使
用
料
は
発
生
す
る
の
か
。

答
賃
借
料
は
発
生
し
な
い
が
、
光
熱
水
費
な

ど
の
実
費
は
面
積
案
分
で
支
払
う
。

市立図書館が入る県立東部図書館

Ｑ　
専
決
処
分
と
は

Ａ　
議
会
が
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
を
、
緊
急
の
場
合
な
ど
に
市
長
が
議

員
に
代
わ
っ
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
。
但

し
、
専
決
処
分
後
は
議
会
に
報
告
し
、
承

認
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
。

用

語

解

説

議案
第21号

旭
市
図
書
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

議案
第29・30号

専
決
処
分
の
承
認

（
令
和
２
年
度
旭
市
一
般

会
計
補
正
予
算
）

議案
第11号

旭
市
多
世
代
交
流
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

あさひ議会だより　第61号 8



常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

令和３年度旭市一般会計予算の議決に
ついて（議案第１号）

Ｑ多面的機能発揮促進事業の具体的
な内容は。

Ａ農家や農家以外の方々が農地・農
業用施設の維持管理を行う組織を

立ち上げ、その地域の水田や水路の草
刈りなどの保全活動をすることに対し
て支援を行い、地域資源の適切な管理
を推進する事業となっている。

令和３年度旭市水道事業会計予算の議
決について（議案第６号）

Ｑ水道ビジョンと予算の整合性は。

Ａ水道ビジョンは、計画期間が令和
２年度から11年度までの10年間

となっているが、令和元年度末に完成
したことから、令和２年度予算には水
道ビジョンに関する事業を盛り込んで
いない。
　令和３年度予算は、基幹管路の基本
設計と旭配水場の更新の基本設計を盛
り込んでいる。

審議結果
委員会付託の10議案について、議案
第１号は賛成多数で、その他議案は全
員賛成で原案のとおり可決。

建設経済常任委員会

令和３年度旭市一般会計予算の議決に
ついて（議案第１号）

Ｑ老人クラブ活動促進事業の具体的
な内容は。

Ａすこやかシニアクラブ旭組織強化
対策事業補助金は、老人クラブの

会員が年々減少していることから、新
規設立クラブや会員の増加したクラブ
に助成を行っている。
　また、老人クラブ活動等社会活動促
進事業補助金は、老人クラブ活動全体
の活性化を図るために、単位老人クラ

ブと老人クラブ連合会に助成を行って
いる。

Ｑサッカー場整備事業について、人
工芝で整備する理由は。

Ａ人工芝は初期投資がかかるが、
10年で考えると自然芝とそれ程

コストは変わらない。
　また、自然芝は年間で数か月の養生
が必要なことや、雨が降った後は使用
できないことから、そのような制限が
ない人工芝での整備を考えている。

審議結果
委員会付託の15議案について、全員
賛成で原案のとおり可決。

文教福祉常任委員会

令和３年度旭市一般会計予算の議決に
ついて（議案第１号）

Ｑ地方交付税について、平成18年
度との比較では公債費分が増えて

おり、自主財源分が減っている。国が
地方交付税を増やさない中、臨時財政
対策債や合併特例債の分は保障する
が、単位費用を減らすということは、
市民サービスの低下に繋がるのでは。

Ａ公債費に多少多く支出している状
況だが、臨時財政対策債というの

は一般財源であり、国がきちんと面倒

を見るという考え方なので、市民サー
ビスの低下はなく、維持できていると
考える。

地方独立行政法人総合病院国保旭中央
病院第２期中期計画の変更に係る認可
について（議案第24号）

Ｑ病理医の役割と遠隔病理画像診断
センターの開設はいつ頃か。

Ａ病理医は直接患者と接することは
ないが、患者の病変の組織や細胞

を顕微鏡等で観察し、診療方針を決定

するという重要な役割を担っている。
特に旭中央病院のようにガンや高度な
手術を行う病院では必要不可欠となっ
ているが、病理医の人数が大変少ない
ため、都内に６月頃を目途に遠隔病理
画像診断センターを開設し、病理医の
確保に努める。

審議結果
委員会付託の10議案について、全員
賛成で原案のとおり可決。

総務常任委員会

委員会終了後、東庄町笹川取水口を視察
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議案２　令和３年度旭市病院事業債管理特別会計予算
議案３　令和３年度旭市国民健康保険事業特別会計予算
議案４　令和３年度旭市後期高齢者医療特別会計予算
議案５　令和３年度旭市介護保険事業特別会計予算
議案６　令和３年度旭市水道事業会計予算
議案７　令和３年度旭市公共下水道事業会計予算
議案８　令和３年度旭市農業集落排水事業会計予算
議案９　令和２年度旭市一般会計補正予算
議案10	 令和２年度旭市介護保険事業特別会計補正予算
議案12	 旭市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例

の一部を改正する条例の制定
議案16	 旭市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
議案17	 旭市コミュニティ施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定
議案19	 旭市農産物処理加工センターの設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例の制定

発議１　旭市議会会議規則の一部を改正する規則の制定
発議２　旭市議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定

議案20	 旭市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定

議案21	 旭市図書館設置条例の一部を改正する条例の制定
議案22	 旭市塵芥焼却場の設置等に関する条例を廃止する条

例の制定
議案23	 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院定款の一

部変更
議案24	 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院第２期中

期計画の変更に係る認可
議案25	 和解及び損害賠償の額を定めること
議案26	 指定管理者の指定（飯岡福祉センター）
議案27	 市道路線の認定
議案28	 専決処分の承認（令和２年度旭市一般会計補正予算）
議案29	 専決処分の承認（令和２年度旭市一般会計補正予算）
議案30	 専決処分の承認（令和２年度旭市一般会計補正予算）
議案31	 旭市副市長の選任につき同意を求めること

○＝賛成　×＝反対　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和３年第１回定例会 審議結果一覧

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20　
桐　
文
夫

平
山　
清
海

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

米
本
弥
一
郎

宮
内　
　
保

髙
木　
　
寛

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
　
保

島
田　
和
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

佐
久
間
茂
樹

髙
橋　
利
彦

1 令和３年度旭市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇

11 旭市多世代交流施設の設置及び管理に関する条例の
制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇

13 旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇

14 旭市諸収入金の延滞金徴収に関する条例等の一部を
改正する条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇

15 旭市介護保険条例の一部を改正する条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇

18 旭市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇

　住民への影響が特に大きい重要な案件の決定については、より慎重な
判断が求められることから、出席議員の３分の２以上の同意が必要とな
ります。
　今回の議案第22号旭市塵芥焼却場の設置等に関する条例を廃止する
条例の制定は、特別多数議決により可決されました。なお、議長も表決
権を有しています。

議会マメ知識

「特別多数議決」とは

全員賛成で可決した議案

賛否が分かれた議案と審議結果
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一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

一般質問

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

市政を問う！
第１回定例会

固
定
資
産
税
の
減
免
延
長
を

問
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
で
収
入
が

減
少
し
た
事
業
者
の
固
定
資
産

税
、
都
市
計
画
税
を
減
免
す
る
措
置
が

２
月
で
終
了
し
た
が
、
市
単
独
で
減
免

措
置
を
継
続
で
き
な
い
か
。

答
今
回
の
減
免
措
置
は
国
の
制
度

で
あ
る
た
め
、
市
と
し
て
の
延

長
は
考
え
て
い
な
い
。

都
市
計
画
を
今
後
ど
う
す
る

問
旧
旭
市
地
区
の
み
に
設
定
さ
れ

て
い
る
都
市
計
画
区
域
に
つ
い

て
、
見
直
し
を
す
る
と
言
っ
て
い
る
が

一
歩
も
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
ど
う
す

る
の
か
。

答
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
も
改
め
て
認
識
し
た
。
都
市
計
画

区
域
を
旧
３
町
含
め
た
全
域
に
拡
大
し

て
い
く
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
実
際
に
都
市
計
画
を
引
く
ま
で

に
最
短
で
何
年
か
か
る
の
か
。

答
区
域
拡
大
に
つ
い
て
方
向
性
が

定
ま
っ
た
時
点
よ
り
４
年
か
ら

５
年
程
度
の
期
間
が
必
要
。

問
合
併
以
来
15
年
、
約
40
億
円
近

い
税
金
が
、
旧
旭
市
民
か
ら
都

市
計
画
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
も
都
市
計
画
が
な

け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
話
で
、
旧
3
町

の
市
民
も
十
分
恩
恵
を
受
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
旭
市
民
だ
け
が
行

政
の
尻
拭
い
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
が
す
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
都
市
計
画
区
域
が
皆
さ
ん
方
の

了
解
を
も
ら
っ
て
全
市
に
広
げ

ら
れ
る
と
な
っ
た
場
合
、
税
の
問
題
は

改
め
て
議
会
で
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
１
市
３
町
ご
と
の
税
収
に
つ
い
て

都市公園「旭文化の杜公園」
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屈
折
検
査
機
器
の
導
入
を

問
近
年
、
弱
視
や
乱
視
の
子
ど
も

が
増
え
て
い
る
が
、
本
市
で
は

３
歳
児
健
診
時
の
視
力
検
査
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
ま
ず
家
庭
内
に
お
い
て
視
力
表

を
用
い
て
検
査
を
し
て
も
ら
い
、

異
常
が
あ
っ
た
場
合
、
健
診
会
場
に
て

２
次
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
異

常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
眼
科
へ
の
受

診
を
進
め
て
い
る
。

問
他
の
自
治
体
で
は
「
屈
折
検
査

機
器
」
を
導
入
し
て
３
歳
児
健

診
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

こ
の
機
器
の
扱
い
に
は
資
格
な
ど
が
必

要
な
の
か
。
ま
た
、
本
市
で
導
入
の
考

え
は
あ
る
か
。

答
機
器
の
操
作
に
つ
い
て
は
、
簡

単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
誰

で
も
操
作
が
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
現
在

の
検
査
よ
り
精
度
が
向
上
し
、
目
の
異

常
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
導
入
に
つ
い

て
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
早
期
に

問
令
和
元
年
12
月
定
例
会
の
答
弁

で
は
、
来
年
４
月
以
降
策
定
す

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
全
く

動
き
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
遅

れ
て
い
る
の
か
。

答
本
年
４
月
１
日
か
ら
、
ご
み
処

理
が
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
移

管
さ
れ
、
そ
ち
ら
で
処
理
が
可
能
な
廃

棄
物
の
種
類
や
処
理
可
能
量
な
ど
、
銚

子
市
、
匝
瑳
市
を
含
め
調
整
を
図
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
。

問
災
害
廃
棄
物
の
置
き
場
を
定
め

て
お
け
ば
、
災
害
に
あ
っ
た
時

に
も
い
ち
早
く
市
民
の
生
活
が
戻
る
と

思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
銚
子
市
、
匝
瑳
市
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
、
令
和
３
年
度
中
の

計
画
策
定
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

◦
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
に
つ
い
て

伊藤 保 議員

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
作
用
は

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
、
副
作
用
が
心
配
と
の
声

が
あ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
作

用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
効
果
に
つ
い
て
、
現
在
流
通
し

て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
の
ワ
ク

チ
ン
で
は
、
発
症
者
が
94
％
少
な
く
な

り
、
重
症
者
も
92
％
減
少
し
た
と
の
報

告
が
あ
る
。

　
副
作
用
に
つ
い
て
、
先
行
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
し
て
い
る
国
の
調
査
で
は
、

接
種
後
に
頭
痛
、
疲
労
、
め
ま
い
な
ど

の
比
較
的
軽
い
症
状
の
も
の
が
２
割
程

度
の
方
に
見
ら
れ
、
20
万
人
に
１
人
の

割
合
で
重
い
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
症

状
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

問
も
し
副
作
用
が
出
た
場
合
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
予
防
接
種
後
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
発
症
は
、
接
種
後
15
分
以

内
が
７
割
強
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

接
種
会
場
に
て
15
分
以
上
経
過
観
察
を

行
う
。
そ
の
際
、
症
状
に
即
時
対
応
で

き
る
医
薬
品
な
ど
を
準
備
し
て
、
万
が

一
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
万
全
な
体
制

で
臨
ん
で
い
く
。

学
校
再
編
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

問
旭
市
の
小
学
校
、
中
学
校
を
統

合
す
る
、
旭
市
学
校
再
編
計
画

（
素
案
）が
公
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
計
画

の
具
体
的
な
進
め
方
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
は
周
知
活
動
と
し

て
、
本
計
画
の
概
要
版
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
順
次
説
明
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
再
編
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

準
備
期
間
を
約
５
年
間
と
想
定
し
て
お

り
、
地
域
の
合
意
形
成
や
学
校
の
名

称
・
校
歌
、
通
学
方
法
や
学
校
運
営
な

ど
を
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。
開
校
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
準
備
期
間
を
含
め
、

10
年
か
ら
20
年
を
想
定
し
て
い
る
。

米本 弥一郎 議員

中学校 小学校

現在

５校

現在

15校
再編後

３校

再編後

７校
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

今
後
の
財
政
に
つ
い
て

問
合
併
に
伴
う
交
付
税
の
優
遇
措

置
が
終
わ
っ
た
が
、
高
価
な
箱

物
の
維
持
管
理
費
や
水
道
管
の
改
修
工

事
、
学
校
の
統
廃
合
な
ど
の
莫
大
な
経

費
が
こ
れ
か
ら
必
要
と
な
る
。
市
長
は

今
後
の
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
国
に
頼
る
交
付
税
だ
け
で
な
く
、

積
極
財
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自

分
た
ち
の
力
で
税
収
を
上
げ
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
有
利
な
財
源
と
言
わ
れ
る
合
併

特
例
債
を
限
度
額
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
使
い
、
市
債
の
現
在
高
は
令
和
３
年

度
末
で
３
３
０
億
７
千
万
円
も
あ
る
。

大
型
事
業
を
す
る
と
市
民
に
は
目
立
つ

が
、
本
当
に
市
民
が
必
要
と
し
て
い
る

事
業
に
手
が
回
ら
な
く
な
る
と
危
惧
す

る
が
、
今
後
の
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
取
捨
選
択
を
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
旭
市
の
発
展
の
た
め
に
必
要

な
事
業
を
見
極
め
な
が
ら
事
業
展
開
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、
旭
市
は
ほ

か
の
合
併
し
た
市
町
村
に
は
な
い
く
ら

い
基
金
を
積
ん
で
い
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
部
分
も
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。

 

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

問
今
月
末
で
副
市
長
の
任
期
が
切

れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
方
が
副
市
長
に
適
任
な
の
か
、
市
長

に
尋
ね
る
。

答
私
の
政
治
信
念
と
し
て
一
貫
し

て
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
行
財

政
経
験
が
豊
富
な
職
員
の
中
か
ら
選
任

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

情
熱
を
持
ち
、
指
導
力
、
調
整
力
の
あ

る
こ
と
な
ど
を
基
本
的
に
考
え
て
い
る
。

問
以
前
、
建
築
工
事
の
入
札
に
関

わ
る
情
報
漏
洩
で
警
察
の
捜
査

が
入
り
、
一
部
業
者
と
市
の
幹
部
職
員

が
度
々
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
で
飲
食
を
共
に

し
て
い
た
と
の
話
が
あ
っ
た
が
、
市
長

は
そ
の
よ
う
な
方
を
選
任
す
る
の
か
。

答
警
察
が
市
役
所
に
入
っ
た
と
い

う
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
調
査

を
受
け
た
人
が
何
人
か
い
る
が
、
警
察

の
聴
取
に
あ
っ
た
人
が
全
然
悪
い
こ
と

は
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
結
果
が

出
て
い
る
の
で
、
絶
対
そ
う
い
う
こ
と

は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
予
算
編
成
に
つ
い
て

◦
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
廃
止
を

問
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
。
ま
た
、
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
件
数
と
、
窓
口
で

の
発
行
件
数
は
。

答
カ
ー
ド
交
付
率
は
約
18
％
。
コ

ン
ビ
ニ
で
発
行
可
能
な
証
明
書

は
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
で
、
年
間
の
発
行
件
数
は
５

３
１
件
、
窓
口
で
の
発
行
件
数
は
６
万

２
７
３
７
件
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
や
、
運
転
免

許
証
と
の
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
危
機

を
持
つ
重
大
な
問
題
だ
と
指
摘
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
押
し
つ
け
る

よ
う
な
や
り
方
は
や
め
る
べ
き
で
あ
り
、

制
度
の
廃
止
を
求
め
る
。

答
カ
ー
ド
の
交
付
を
押
し
つ
け
る

よ
う
な
制
度
は
と
っ
て
い
な
い
。

国
が
こ
れ
か
ら
安
全
で
安
心
な
利
用
方

法
を
考
え
て
、
拡
大
し
て
く
れ
る
と
期

待
し
て
お
り
、
本
市
か
ら
廃
止
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

米
農
家
を
守
る
姿
勢
を

問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
米
の
需
要

が
減
り
、
米
価
が
大
暴
落
し
て

い
る
。
し
か
し
、
政
府
は
減
反
を
受
け

入
れ
ろ
と
い
う
政
策
の
み
で
、
外
米
の

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
輸
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

答
国
の
政
策
で
あ
る
た
め
そ
れ
に

従
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
市
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
の
助

成
は
し
て
い
き
た
い
。

問
生
産
者
に
減
反
を
押
し
つ
け
る

方
策
を
転
換
し
、
国
が
米
の
価

格
と
需
給
に
責
任
を
持
つ
こ
と
や
、
個

別
所
得
補
償
の
復
活
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク

セ
ス
米
の
輸
入
中
止
・
削
減
を
求
め
る

べ
き
で
は
。

答
米
の
問
題
は
非
常
に
難
し
い
問

題
だ
が
、
総
合
的
な
部
分
で
国

は
米
の
政
策
を
考
え
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

髙橋 利彦 議員

髙木 寛 議員
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農
業
用
廃
プ
ラ
処
理
の
助
成
増
額
を

問
中
国
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
輸
入
禁
止
措
置

の
影
響
な
ど
で
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
処
理
費
が
高
騰
し
て
い
る
。

昨
年
の
12
月
定
例
会
で
は
、
処
理
費
に

対
す
る
助
成
金
の
増
額
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
協
議
を
図
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

答
現
在
県
と
協
議
を
進
め
て
お

り
、
県
と
し
て
は
、
県
内
を
取

り
巻
く
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
の
状
況

や
、
施
設
の
現
状
な
ど
を
整
理
し
た
上

で
、
改
善
策
を
検
討
し
た
い
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
野
菜
の
価
格
が
低

迷
し
、
農
業
経
営
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
農
業
は
本
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
と
市
長
も
常
々
言
っ
て
い

る
が
、
本
市
だ
け
で
も
助
成
額
を
増
額

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
県
と
農
協
も
含
め
た
協
力
体
制

が
必
要
と
な
る
の
で
、
引
き
続

き
協
議
を
図
り
、
改
善
策
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
。

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る
対
策
を

問
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
歩
道
や

幅
員
そ
の
も
の
が
狭
い
歩
道
な

ど
、
本
市
の
道
路
は
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
登
下
校
で
き
る
状
況
と
は
言
え
な

い
。
特
に
４
月
か
ら
は
新
１
年
生
が
登

下
校
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
安
全
対
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
や
体
制
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答
入
学
後
に
交
通
安
全
教
室
を
実

施
し
て
お
り
、
小
学
校
で
は
道

路
の
安
全
な
歩
き
方
や
横
断
歩
道
の
渡

り
方
な
ど
、
中
学
校
で
は
安
全
な
自
転

車
の
乗
り
方
な
ど
を
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
登
下
校
時
の
児
童
の
安
全
を

見
守
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
学
校
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
交
差
点
な
ど
で

の
交
通
指
導
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
の
円
滑
な
接
種
に

向
け
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
、
集
団
接
種

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
接

種
会
場
を
増
や
し
た
り
、
個
人
接
種
を

一
緒
に
並
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
総
合
体
育
館
、
飯
岡
保
健
セ
ン

タ
ー
、
海
上
支
所
、
ひ
か
た
市

民
セ
ン
タ
ー
の
４
会
場
を
予
定
し
て
い

る
が
、
実
施
し
て
、
ど
う
し
て
も
必
要

に
な
っ
た
ら
特
設
会
場
も
考
え
る
。

　
個
別
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
ワ
ク
チ
ン
の
輸
送
や
管
理
の
問
題
が

あ
る
の
で
難
し
い
。

問
ワ
ク
チ
ン
を
誰
が
、
い
つ
、
何

回
接
種
し
た
か
、
自
治
体
が
接

種
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
が
打
ち

出
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
記

録
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
予
定

は
あ
る
か
。

答
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
。

通
学
路
の
安
全
確
保
を

問
中
央
小
学
校
北
側
交
差
点
付
近

の
「
学
童
注
意
」
や
「
速
度
落

と
せ
」
な
ど
の
路
面
標
示
が
薄
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
早
急
に
ペ
イ
ン
ト
の
塗

り
替
え
を
す
べ
き
。

答
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
も
の
、

新
し
く
設
置
す
る
箇
所
も
含
め

て
、
今
後
対
応
を
検
討
す
る
。

問
登
下
校
時
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
運
転
す
る
車
が
多
く
大
変
危

険
で
あ
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
に

し
て
30
キ
ロ
規
制
に
で
き
な
い
か
。

答
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
て

交
通
規
制
を
す
る
と
地
域
住
民

に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
速
度
規

制
に
つ
い
て
は
、
要
望
が
あ
っ
た
こ
と

を
旭
警
察
署
に
伝
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
器
の
導
入

◦
学
校
給
食
に
つ
い
て

中央小学校北側交差点

　桐 文夫 議員

伊藤 房代 議員

昨年の三川小での交通安全教室
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

市
内
事
業
者
へ

最
大
限
の
支
援
を

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
短
期
的

に
は
行
政
や
金
融
機
関
の
支
援

に
よ
り
、
事
業
継
続
が
で
き
て
い
る
も

の
の
、
売
り
上
げ
の
減
少
に
よ
り
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い
る
事
業
者

が
多
い
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
支
援

策
や
、
前
向
き
に
取
り
組
む
事
業
者
に

対
し
て
は
、
市
と
し
て
最
大
限
の
支
援

を
す
る
べ
き
で
は
。

答
今
回
の
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し

て
展
開
し
た
一
連
の
支
援
策
の

効
果
も
踏
ま
え
、
旭
市
で
頑
張
っ
て
い

く
事
業
者
の
方
を
力
強
く
応
援
で
き
る

よ
う
、
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
終
息
の
未
来
の
た
め
に

問
市
民
の
命
と
生
活
、
そ
れ
に
雇

用
を
守
り
、
不
安
を
解
消
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
が

終
息
す
る
ま
で
の
間
は
、
時
機
を
逸
す

る
こ
と
の
な
い
財
政
出
動
が
求
め
ら
れ

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業
の

取
捨
選
択
を
行
い
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
感
染
症
対
策
へ
の
補
助
や
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
拡
充
な
ど
、
市

民
生
活
に
必
要
な
事
業
に
対
し
て
は
、

積
極
的
に
予
算
配
分
を
す
る
。

問
今
後
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会

経
済
の
変
化
を
見
据
え
、
歳
出

面
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
択

と
集
中
を
徹
底
し
、
予
算
の
重
点
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
財
政
健
全
化
、
こ
の

２
つ
を
両
立
し
て
い
く
の
は
至
難
の
業

だ
が
、
旭
市
民
の
底
力
と
絆
で
、
コ
ロ

ナ
終
息
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
き
た

い
と
思
う
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
財
源
や

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
こ
の
難

局
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
関
し
て

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
り
扱
い

◦
感
染
症
拡
大
の
防
止
に
関
し
て

◦
医
療
関
係
機
関
の
状
況
に
関
し
て

林 晴道 議員

ＱＲコードからアクセス！
一般質問の内容をもっと知りたいという方は、スマートフォンやタブレット端末で質問議員の
ＱＲコードを読み取ると、一般質問の録画映像をご覧いただけます。
※動画の再生には大量のデータ通信を行うため、Ｗｉ-Ｆｉ環境でのご利用を推奨します。

一般質問の内容を
もっと知りたい方は
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
林　
　
晴
道

副
委
員
長　
平
山　
清
海

委　
員　
　
髙
木　
　
寛

委　
員　
　

桐　
文
夫

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
台

風
被
害
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
と
、
次
々
と
来
る

苦
難
に
遭
わ
れ
て
い
る
皆
様
に
改

め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り

ま
す
の
で
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り

し
て
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
、
普

通
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
福
島
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
聖
火
リ
レ
ー
で
す
が
、
や
が
て

旭
市
に
も
や
っ
て
き
ま
す
。
密
に

気
を
つ
け
な
が
ら
応
援
し
て
、
盛

り
上
が
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ

で
普
通
に
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
夏

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
（
副
委
員
長　
平
山
清
海
）

日 月 火 水 木 金 土
６/6 7 8 9

開会

10 11 12

13 14

議案質疑

15 16

一般

17

質問

18 19

20 21
建設経済
常任委員会

22
文教福祉
常任委員会

23
総務
常任委員会

24 25 26

27 28

閉会

29 30 7/1 2 3

月定例会の予定
（６月９日〜28日）

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

　「市民の皆さんが読みたくなる」紙面を目指し、今号よ
り議会だよりをリニューアルしました。
　本紙をより親しみやすく、愛着を持ってもらえるもの
とするため、議会だよりに「ぎかいＴＩＭＥＳ」という愛
称をつけました。ぎかいの“時間”を皆さんと共有したい
という思いが込められています。

議会だよりをリニューアル

議会のホームページもリニューアルしましたので、
ぜひご覧ください。

議会を してみませんか傍 聴
議会はどなたでも傍聴することができます。
（事前予約は不要です）
車いすの方、お子様連れの方も傍聴することができます。
※お子様連れの方は親子傍聴席をご利用ください。

傍聴の流れ
ＳＴＥＰ１
　市役所４階議会事務局までお越しください。

➡
ＳＴＥＰ２
　傍聴券に氏名、住所を記載していただきます。

➡
ＳＴＥＰ３
　傍聴の心得を守り、傍聴してください。会議の途中で
も入退場は可能です。
※傍聴の心得は傍聴券裏面、または傍聴席入口に掲示し

ています。
➡

ＳＴＥＰ４
　お帰りの際に、出入り口付近にある傍聴券回収箱に傍
聴券を入れてください。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、現在傍聴
席数を制限しています（定員18席）。定員に達した場合
は、それ以降の傍聴をお断りする場合がありますので、
ご了承ください。

６

編
集
後
記
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